
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国

民
会
議
関
東
地
方
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
１１
月
２７
日
、
前
橋
プ
ラ
ザ
元

気
２１
（
群
馬
県
前
橋
市
）
で
前

橋
市
と
の
共
催
に
よ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
イ
ベ
ン
ト
「
自
治
体
の
イ

ン
フ
ラ
維
持
管
理
効
率
化
に
向

け
た
取
り
組
み
・
官
民
連
携
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
か
ら

の
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
」
を
開

催
し
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
の

効
率
化
・
課
題
解
決
に
向
け
た

連
携
・
取
り
組
み
の
発
表
や
、

前
橋
市
・
馬
場
川
通
り
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。プ

ロ
グ
ラ
ム
は
２
部
構
成

で
、
第
一
部
で
は
新
技
術
紹
介

と
し
て
、
雑
草
抑
制
技
術
（
▽

草
の
根
バ
ス
タ
ー
・
都
市
環
境

美
化
▽
目
地
張
り
シ
ー
ト
、
強

壮
目
地
シ
ー
ト
・
白
崎
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
▽
目
地
処
理
材
イ

カ
ス
ミ
・
小
泉
製
麻
▽
草
ゼ
ロ

プ
レ
ー
ト
・
早
川
ゴ
ム
）
、
小

規
模
橋
梁
に
お
け
る
補
修
技
術

（
▽
ニ
ン
ジ
ャ
シ
ー
ル
、
オ
リ

ジ
ン
シ
ー
ル
Ｓ
ソ
フ
ト
・
ガ
イ

ア
ー
ト
）
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ン

に
よ
る
道
路
点
検
Ｄ
Ｘ
シ
ス
テ

ム
（
▽
グ
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
ズ
・

ニ
チ
レ
キ
グ
ル
ー
プ
）の
ほ
か
、

前
橋
市
に
お
け
る
雑
草
抑
制
対

策
や
橋
梁
維
持
管
理
手
法
の
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
第

二
部
で
は
、
前
橋
市
・
馬
場
川

通
り
の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た

前
橋
市
・
馬
場
川
通
り
の
再
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
同
市
が

２
０
１
９
年
に
策
定
し
た
中
心

市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
指
針

「
前
橋
市
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
」

を
具
体
化
し
た
事
業
。
民
間
資

金
と
民
間
事
業
に
よ
り
馬
場
川

通
り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
市
民
参
加
に

よ
る
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
意
見
交
換
会
を
積
み
重
ね

る
な
ど
、
専
門
家
や
行
政
の
協

力
を
得
て
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。フ

ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
に
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
メ
ー
カ
ー

の
赤
城
商
会
（
本
社
、
群
馬
県

渋
川
市
吹
屋
、
社
長
�
永
井
辰

弥
氏
）
が
参
画
し
て
お
り
、
２

０
１
２
年
に
発
生
し
た
笹
子
ト

ン
ネ
ル
の
事
故
以
来
、
同
社
で

は
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
老
朽
化
対

策
を
通
じ
た
社
会
貢
献
を
事
業

活
動
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
掲
げ

て
い
る
。

企
画
委
員
・
代
表
幹
事
を
務

め
る
同
社
の
柳
澤
正
和
氏
は
、

「
前
橋
市
の
市
街
地
中
心
部
を

流
れ
る
馬
場
川
と
広
瀬
川
は
、

『
水
と
緑
の
街
、
前
橋
』
の
象

徴
だ
。
馬
場
川
通
り
や
広
瀬
川

河
畔
で
は
、
ま
ち
な
か
の
整
備

が
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

大
き
な
賑
わ
い
に
ま
で
は
な
っ

て
い
な
い
が
、
周
辺
に
は
立
ち

寄
り
た
い
場
所
や
店
が
増
え
、

特
に
馬
場
川
通
り
で
は
、
街
の

雰
囲
気
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
実
感
で
き
る
。
通
り
沿
い

で
は
２
０
２
１
年
か
ら
進
め
ら

れ
て
き
た
工
事
が
完
了
し
て
、

レ
ン
ガ
敷
の
空
間
が
生
ま
れ

た
。
川
沿
い
に
は
２
０
０
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
り
デ
ッ
キ
と
ベ
ン

チ
が
設
置
さ
れ
、
水
と
緑
に
囲

ま
れ
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
整
備

を
す
る
た
め
の
資
金
の
調
達
方

法
や
運
営
方
法
な
ど
も
含
め

て
、
前
橋
市
が
打
ち
出
し
た『
め

ぶ
く
。
』
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が

市
民
に
受
け
入
れ
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
今
後
も
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
企
画
・
運
営
を
進
め
、

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

栃
木
県
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業

会
（
Ｔ
Ｗ
Ｂ
Ａ
・
会
長
�
舟
田

詔
文
氏
）
は
１１
月
２６
日
、
ホ
テ

ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
宇
都
宮
（
栃

木
県
宇
都
宮
市
）
で
第
８
回
総

会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
挨
拶
し
た
舟
田
会
長

は
「
栃
木
県
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工

業
会
は
発
足
か
ら
８
年
目
を
迎

え
た
。
今
年
度
よ
り
新
規
加
入

社
の
八
幸
製
作
所
を
迎
え
て
１０

社
体
制
と
な
る
。
９
月
か
ら
１０

月
に
か
け
て
行
っ
た
キ
ャ
ラ
バ

ン
営
業
も
反
響
が
大
き
く
、
今

後
の
実
績
に
期
待
し
て
い
る
。

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
当
工
業
会
の
発
展
と
防
草

ブ
ロ
ッ
ク
の
普
及
を
図
っ
て
参

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

総
会
で
は
第
７
回
事
業
報
告

・
収
支
決
算
報
告
と
第
８
回
事

業
計
画
・
予
算
案
な
ど
を
審
議

し
原
案
通
り
可
決
承
認
し
た
。

前
期
の
活
動
は
８
回
に
及
ぶ

営
業
技
術
会
議
を
開
催
し
た

他
、
日
本
雑
草
学
会
第
６３
回
宇

都
宮
大
会
（
３
月
）
、
栃
木
県

庁
ポ
ス
タ
ー
掲
載
（
４
月
～
２５

年
３
月
）
、
雑
草
問
題
解
決
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
現
地
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
７
月
）
、
宇
都
宮
大

学
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

出
展
（
９
月
）
、
栃
木
県
土
整

備
部
へ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
営
業

（
９
月
～
１０
月
）
を
行
っ
た
。

今
期
は
総
会
（
１１
月
）の
他
、

役
員
会
（
年
２
回
）
と
営
業
技

術
部
会
（
毎
月
）
、
栃
木
県
庁

ポ
ス
タ
ー
掲
載
、
Ｈ
Ｐ
更
新
、

宇
都
宮
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験

現
場
検
証
、
可
視
化
実
験
の
イ

ベ
ン
ト
化
、
栃
木
県
土
整
備
部

へ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
営
業
な
ど
、

引
き
続
き
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
す

る
。新

規
加
入
で
は
八
幸
製
作
所

が
入
会
し
、
会
員
社
は
１０
社
と

な
っ
た
。
ま
た
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
、
舟
田
詔
文

会
長
が
杉
山
幸
彦
監
事
（
富
山

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
）
と
交
代

す
る
と
共
に
、
事
務
局
が
富
山

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
に
変
更
と

な
っ
た
。
ま
た
理
事
と
し
て
渡

部
龍
也
氏
（
新
生
興
産
）
を
選

任
し
た
。

杉
山
幸
彦
新
会
長
は
「
栃
木

県
内
で
の
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
製
品

の
幅
広
い
活
用
を
目
指
し
て
い

く
。
一
企
業
の
単
独
の
力
で
普

及
を
図
っ
て
い
く
の
は
難
し

い
。
会
員
社
一
丸
と
な
り
、
積

極
的
な
普
及
推
進
活
動
を
進
め

て
参
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。ま

た
顧
問
の
石
川
重
規
氏

（
防
草
研
究
会
）
は
「
舟
田
会

長
に
は
前
会
長
の
舟
田
詔
光
氏

と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
る
協

会
運
営
に
ご
尽
力
を
頂
き
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。
新
た
に
杉
山

会
長
の
も
と
、
新
体
制
で
当
工

業
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

し
た
い
。

前
年
度
の
活
動
は
産
学
連
携

と
し
て
、
日
本
雑
草
学
会
・
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
で
の
企
業
出

展
、
那
須
烏
山
市
の
里
地
里
山

・
雑
草
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

参
加
、
第
５
回
宇
都
宮
大
学
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
出

展
、
県
土
整
備
部
へ
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
営
業
な
ど
、
会
員
社
の
活

発
な
活
動
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
溢
れ
た
一
年
だ
っ
た
。

今
年
度
か
ら
は
八
幸
製
作
所

が
新
加
入
と
な
り
、
１０
社
体
制

と
な
っ
た
。
全
国
防
草
ブ
ロ
ッ

ク
工
業
会
は
全
１３
支
部
あ
る

が
、
栃
木
県
は
沖
縄
県
、
群
馬

県
と
同
様
に
大
き
な
支
部
に
成

長
し
た
。
ま
た
恒
例
と
な
っ
て

い
る
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
、
一
般
の
道
路
利
用
者

か
ら
多
く
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
頂
い
て
お
り
、
併
催
で
行
っ

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
１０
代

か
ら
８０
代
ま
で
約
５
０
０
０
人

以
上
の
デ
ー
タ
を
集
約
し
て
い

る
。
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
は
唯
一
無

比
の
技
術
で
あ
り
、
引
き
続
き

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
防
草

ブ
ロ
ッ
ク
の
普
及
を
図
っ
て
参

り
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

馬場川通り約２００ｍがレンガとベンチのリラックス空間に

第
８
回
総
会
を
開
催

キ
�
ラ
バ
ン
営
業
な
ど
普
及
推
進

栃 木 県 防 草
ブロック工業会

官
民
連
携
に
よ
る
、ま
ち
づ
く
り

前
橋
市
と
共
催
イ
ベ
ン
ト
開
く

インフラメンテ
関東フォーラム

杉山新会長
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